
コ
ロ
ナ
禍
で
、
一
年
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

「
２
０
２
１
日
本
の
う
た

ご
え
祭
典
in
ひ
ろ
し
ま
」

が
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約

発
効
！
ひ
か
り
に
む
か
っ

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
12

月
３
日
（
金
）
～
5
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
初
、
広
島
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
１
万
人
規
模
の

祭

典

を

予

定

し

て

い

ま
し
た
が
、

コ

ロ

ナ

の

影

響

で

祭

典

組

織

が

見

通

せ

な

い

状

況

で

の

開

催

を

余

儀

な

く

さ
れ
、
12
月
3
日
に
記
念

音
楽
会
「
ピ
ー
ス
ウ
ェ
ー

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
広
島

文
化
学
園
HBG
ホ
ー
ル
（
２

０
０
０
席
）
に
て
、
そ
し

て
12
月
4
日
に
「
コ
ン
サ
ー

ト
ヒ
ロ
シ
マ
Ⅰ
歌
よ
ひ
ろ

が
れ
」
「
コ
ン
サ
ー
ト
ヒ

ロ
シ
マ
Ⅱ
響
け
う
た
ご
え
」

を
JMS
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

（
約
１
０
０
０
席
）
に
て

ふ
た
つ
の
音
楽
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
音
楽
会
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
賢
明
に
命
を
守
ろ
う

と
働
く
医
療
労
働
者
へ
の

感
謝
を
歌
っ
た
「
リ
ナ
ッ

シ
ェ
ロ
・
リ
ナ
ッ
シ
ェ
ラ

イ
」
、
広
島
の
反
戦
詩
画

家
・
四
國
五
郎
を
歌
う
、

地
元
の
バ
リ
ト
ン
歌
手
・

今
田
陽
次
氏
の
独
唱
、
私

た
ち
も
歌
っ
た
「
こ
わ
し

て
は
い
け
な
い
」
を
池
辺

晋
一
郎
氏
の
指
揮
で
の
演

奏
、
広
島
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

管
弦
楽
団
の
演
奏
な
ど
魅

力
的
な
企
画
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
コ
ン
サ
ー

ト
ヒ
ロ
シ
マ
Ⅰ
」
は
、
第

一
部
は
、
全
国
和
太
鼓
合

同
「
生
命
の
詩
」
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
、
女
声
合
同

「
リ
メ
ン
バ
ー
」
、
男
声

合
同
「
俺
た
ち
の
胸
の
灯

は
」
、
保
育
合
同
の
ス
テ
ー

ジ
な
ど
。
第
二
部
は
、
ゲ

ス
ト
・
普
天
間
か
お
り
さ

ん
、
そ
し
て
、
う
た
ご
え

6
人
の
作
曲
家
オ
ム
ニ
バ

ス
「
風
の
音
符
た
ち
」
の

全
曲
演
奏
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
コ
ン
サ
ー
ト

ヒ
ロ
シ
マ
Ⅱ
」
は
、
青
年

合
同
「
広
島
へ
」
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
。
被
爆
者
と

共
に
歌
う
「
青
い
空
は
」
、

「
広
島
愛
の
川
」
、
広

島
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
管
弦

楽
団
の
演
奏
な
ど
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

し
て
は
じ
め
て
開
催
す
る

日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
と

し
て
、
「
二
度
と
戦
争
を

し
な
い
」
「
世
界
中
か
ら

核
兵
器
を
な
く
そ
う
！
」

と
、
平
和
の
思
い
い
っ
ぱ

い
の
祭
典
と
し
て
、
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
感
じ

た
生
命
の
尊
さ
、
繋
が
り

あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
共

に
歌
お
う
と
！
準
備
し
て

い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
代
も
決
定
し
、

8
月
6
日
か
ら
、
先
着
順

で
予
約
販
売
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
ま
た
席
数
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
各
音
楽

会
は
、
リ
モ
ー
ト
協
力
券

が
１
，
０
０
０
円
で
販
売

さ
れ
ま
す
。
現
地
・
広
島

へ
参
加
出
来
な
い
方
も
、

ぜ
ひ
、
リ
モ
ー
ト
協
力
券

を
購
入
し
て
応
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
歌
っ
て

参
加
の
取
り
組
み
も
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
全
国
で
展

開
さ
れ
ま
す
。M

A
X

２
０

０
名
で
の
演
奏
と
、
歌
い

手
登
録
も
限
り
が
あ
り
ま

す
が
、
一
曲
は
歌
っ
て
参

加
を
、
そ
し
て
一
つ
は
音

楽
会
を
聴
い
て
、
平
和
の

思
い
を
と
も
に
共
有
す
る

祭
典
に
力
を
寄
せ
合
い
ま

し
ょ
う
。
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ひ
ろ
し
ま
祭
典
に

力
を
寄
せ
合
お
う
！

団
長

大
井

か
つ
江

By ゆきもと

☆
全
国
郷
土
部
会
神
戸
参
加

活
動
交
流
をL

I
N
E

で
！

全
国
協
・
郷
土
部
会

小
島

啓
介

日
う
た
全
国
協
・
郷
土
部

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

東
西
６
名
の
参
加
、
郷
土
講

習
会
は
、
東
で
は
成
功
で
き

た
が
、
西
で
は
開
催
に
は
至

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
広
島
で

の
「
生
命
の
詩
」
は
会
場
が

小
さ
い
の
で
全
国
か
ら
の
太

鼓
参
加
は
厳
し
く
、
合
唱
参

加
の
み
と
な
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

郷
土
活
動
の
経
験
交
流
を
出

し
合
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と

日
常
的
に
交
流
を
と
い
う
こ

と
でL

I
N
E

グ
ル
ー
プ
「
全
国

郷
土
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
準
備

会
」
を
そ
の
場
で
開
設
し
、

瞬
く
間
に
１
１
名
の
登
録
が

あ
り
、
と
り
あ
え
ず
は
自
己

紹
介
か
ら
開
始
！
準
備
会
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
交
流
を
図
っ
て
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
こ
の
日
は
午
後
か
ら

神
戸
市
役
所
セ
ン
タ
ー
合
唱

団
の
皆
さ
ん
と
「
生
命
の
詩
」

の
合
唱
レ
ッ
ス
ン
、
そ
の
後

に
輪
田
鼓
の
メ
ン
バ
ー
と
太

鼓
の
稽
古
が
持
た
れ
ま
し
た
。

稽
古
後
の
ビ
ー
ル
が
旨
か
っ

た
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
現
地
19
時
に
は
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

◯
７
月
22
日
◯
神
戸
音
楽
セ

ン
タ
ー
会
館


